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世界ジャンポリー大会に参加して
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第四中学校  3年
僕は、 8月 6日 ～19日 まで韓国へ行

って来ました。

韓国に行った理由は、ボーイスカウ

庸急ココ 良

卜で14回世界ジャンボリーという4年   Tヽ診 |.

に1回の世界大会があるので、その大会に参加する為に、

日本代表 として行って来ました。

今回のこの大会でいろいろな事 を学ぶことができ、大

変勉強になりました。

まず、第一に、国際交流についてです。

この大会には、世界各国から60数 力国、 3万 2千人の

人達が 1つに集まりました。

僕の周りには、知らない人、知らない国、そして知ら

ない言葉 を喋る人達ばかりでした。

僕の他にも24人の日本人が行 きましたが、すべての人

が同じ不安感に襲われたと思います。

開会式の夜、僕ら日本の隣には、韓国の女の子達が座

っていました。その子は僕に話 しかけて来て くれました。

僕の不安が彼女の一言です ぐなくなりました。僕と彼

女はす ぐに仲良 くなりました。彼女の友達 とも仲良 くな

りました。僕は、ほんの 2～ 3時間で多くの友人ができ

たと思いました。僕と彼女 らは、もちろん自分の国の言

葉では会話は通 しません。すべて英語でした。

僕の英語は、単語をつづけただけの、学校のテス トで

は、点が取れない程、メチャクチャでしたが、彼女 らは

僕の話す事 を一生懸命に理解 しようとして くれました。

この時、国際交流 というのは、自分の気持ちが通 じれ

ば、言葉が通 じな くてもできるものだ と知 りました。

次に、
｀
日本の常識、世界の非常識

″
です。

日本では、目上の人に対 して、自分の意見を言うこと

は失ネLだ とか、開会式の席で自分をアピールするのは、

非常識と言われています。しかし、他の国は違いました。

ある人が僕にこんな話をして くれました。「言われた様

にすべてをやることは、大でもできるだろう。大切な事

は、自分の考えを言って、自分をアピールできる人間こ

そが一番立派な人間ではないだろうか」 と。

僕は、初めその意味がわか りませんでした。 しかし、

開会式の時、隣に座った女の子が、「この場所で自分や 自

分の国をアピールしないと意味がない。」 と言いました。

この時に日本には、日本の常識がある。 しか し、よその
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国から見ると非常識になることを知 りました。

このことを通 して、自分が今、何かや らな くてはいけ

ない事があることを知ったような気が します。

僕は、今回この大会に参加 しなかったら、きっといつ

までも、わからなかったと思います。

次に、日本 と韓国の関係です。戦争で韓国を力で併合

し、大変迷惑をかけました。戦争によって失 うものは、

数知れません。特に、人の′し、までも奪ってしまいます。

世界の人と共に手をたずさえて、争いのない、平和な

世界を築いていかなければ と′亡ヽに強 く感 じました。

最後に学んだ事は、別れでした。

「別れの涙は二つある。一つは、同じ飯を食った仲間

との別れ、一つは、愛し合った人との別れ、そして、一

緒に笑い、涙を流 して、喜び、悲しんだ友との別れだ。」

と、スコットラン ドの友が話 して くれました。

僕は、今回の旅で多くの友を作 り、助け合って来たと

思います。

別れのバスが きた時、すべての友が泣きました。三つ

の涙をすべて満たしての涙だったと思います。。

僕は、この旅で学んだことを生かして、これからも生

きていかなければいけないと思いました。

いつまでも、友達のこと、そして、この旅で学んだ事

を忘れないと思います。

ハワイを旅して
五本松小学校  5年 鈴木 武宏

日本航空076便にて、夜 7時 に日本を

出発しました。約 7時間の飛行機の旅

でした。雲の上を飛んで朝 日がのぼる

ころ、窓の外を見るとすごく美しく感

動しました。

ホノルルについた時は、朝で大へんねむかった。ホノ

ルル空港にお りると、気温はもっと高いと思ったが、意

外に涼しく感 じました。湿度が低 くカラッとしていて、

日本の初夏のような気候でした。空港は成田より小さく

外に出るとハワイの女の人に花のレイを首にかけてもら

いました。お父さんは、きれいな女の人から、キスをし

てもらい一人でうれ しがっていました。僕の泊まったヒ

ル トンホテルは、空港からバスで20分の所で、とても大

きな立ぱなホテルで、外国人もた くさんいました。

4泊 6日 の旅行で印象に残った所は、 6ケ所です。

1日 目に行ったハナウマベイは、ハワイで、とう明度
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ナンバーワンの海岸で、泳いでいる魚が上から見えてし

まうほど水がすんでいました。 日本の海は、観光客が海

をよごしてしまうのでとても残念です。

次に、シーライフパー クは、ウミガメ、アザ ラシ、数

百種の魚、ペンギン、イルカのショーが楽 しかったです。

イルカが とてもすごい演技を見せて くれました。

2日 目は、メネフネアイラン ドに行き、船で島までわ

たり遊びました。泳いだ り、ビーチバレーをしたり、つ

な引きをしたりして約 2時間 ぐらい楽しんで帰 りました。

その 日の午後は、ワイメア滝公園に行 き、高さ15メ ー

トルの滝の上からの飛びこみショーを見ました。僕は高

い所が苦手なので、とてもできないと思いました。

3日 目は、ポリネシア文化センターを見学 しました。

サモア人の住んでいた家や生活様式をそのまま残してい

る場所で木 と木をこす り合わせて火を起こしたり、ココ

ナッツミルクを作る所を見ました。原始人は、昔きっと

こういうふ うに毎 曰くらしていたのかなと思いました。

最後の日は、船で沖まで行って、せん水かんに乗 りま

した。生まれて初めて海の中を見て感げきしました。 日

本には見られない熱帯魚がた くさん泳いでいて、僕に、

話 しかけるようでとてもかわいらしいと思いました。

ワイキキビーチは遠浅で、白い砂の海岸がホテルの前

からダイヤモン ドヘ ッドまで広がっていました。 1日 中

泳いでいたので、真黒に日焼けしてしまいました。この

旅行で一番 うれ しかったことは、泳ぎが とてもうまくな

ったことです。海は波が静かで、沖の方まで行 くと、さ

んごしょうがあり、サーフィンやウィンドサーフィンを

しているひとが、 いっぱい目につきました。

おみやげは、キーホルダー、かべかけを買いました。

おどろいたのは、日本のカップラー メンが日本円で500円、

日本の雑誌が1000円 もしていたことです。物のねだんは

日本 と比べて高いと思いました。

ホノルルの町は日本人、アメリカ人と、中国人の観光

客が多く、家族連れが目立ちました。働いている人は、

フィリピン人、サモア人がほとんどで日本人はホテルに

もいませんでした。市内は、電車はなくバスかタクシー

しか交通機関がなく、とても不便でした。

食べ物は、毎 日ステーキばか りで日本食がこいしくな

りました。

言葉は、英語でお父さんは外国人とペラペラ話をして

いました。「アロハ」は、こんにちは、さようなら、好き

です、きらいですというた くさんの意味をもつ言葉です。

日本語には、こういう1つの言葉でいろいろな意味をも

つ言葉は見当らないので、本当に不思議な言葉だと思い

ました。ハワイの人は、必ず「アロハ」 と言ってわらっ

て くれたのが とてもやさしく感 じられました。

そして、子どもにも、大人にも、年よりの人にも親切

にして くれたのが印象的でした。
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僕 も、英語 を一生けん命勉強 し、外国の人とも話 をし

たい し、仲良 くしていきたい と思います。

私達にも出来る国際交流の橋渡し

家庭に新風を一―
S・ K

21世紀に向けての国際交流は、国レベルから地方レベ

ルヘ、東京一極型から日本各地から直接世界に結びつ く

多極型が一段 と加速することになろう。

人、物、金、情報、文化が互いに交流 し、密接につな

がる現在の国際社会の中にあっては、広い国民外交の展

開が必要であり、その意味から地域間交流、住民交流 と

言 う地域レベルの国際交流の役害」が益々重要性を増すこ

とになる。その主役 となるべ きi■ い手はやはり住民であ

り、住民一人ひとりが地域の問題を国際的視野から171え

異なった文化を持つ人々と交流し、積み重ね相互理解を

深めていく住民全員参加の草の根交流が大事である。

最近では、海外に出推卜ける日本人の数が急増 している。

しか し、いぜんとして自分中心主義であって、国際交流

とはほど遠いことをしている様に思える。外国の人々に

日本のことを知ってもらい、日本の生活文化などを享受

し、味わってもらう努力に欠けているように思える。

それでは、私達が普段着のままで国際交流の橋渡 しの

手伝いが出来るだろうか ?… ……答えは YESである。

鎌ケ谷市国際交流協会の事業の中に①ホームステイ制

度②ホームビジット制度があり、その手助けをする「ホ

ストファミリー登録制度」がある。

外国の子弟と自らの生活様式を一 日または一定期間共

有し、成長過程にある若者への貢献という魅力あるテー

マを持った制度である。

異なった文化との交流は、自分と違う人の存在に気付

き刺激を受け自分のライフスタイル、価値観を見なおし、

国境を越えて友情の輪を広げる営みである。受け入れた

子供の行動は、しばしば理解が及ばず戸惑う日々の連続

かもしれない。質問を受けて政治、社会、文化に対する

認識のあいまいさにオロオロすることも体験するだろう。

そんな時ホストファミリーも受け入れの子供同様カルチ

ャーショックに見舞われる。これも日本の再発見、自文

化を見直す機会と前向きに提えたい。

ホームステイが終って見ると、自分 (家族)の 中に大

きな変化を見出し、おやっと思ったり、外国の出来ごと

に関心を向け始めるなど、家庭の中に「新しい風」がさ

わやかに吹き込み、自分の世界が広がること請け合いで

ある。風は座視して吹かず、積極的に行動することによ

って現れるもの。

家庭の条件が整えば「ホス トファミリー」に名乗 りを

挙げ国際交流の橋渡 しの一翼を担ってみようではありま

せんか。



写 真 特 集

恒例、琴の演奏
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第4回
KIFAパーティー

1991・ 11023 総合福祉保健センター 6Fに て

出席者数 155名  (内、33名外国の方)

参 力日国 13ケ 国  (順不同)

韓国・ガーナ・シンガポール・ イギ

リス・アメリカ・中国・ ミャンマー

0台湾・ブラジル・メキシヨ・イラン

・ オーストラリア・バングラデシュ

ぼ くのワイフと子どもを紹介 します。

フルー ト演奏でオープニング 「どお、おいしい ?」 「外国人には、この味どうかな ?」
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オース トラリア、イギリスからのお客さま。
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…慣れない手つきで、「 Very Good!」



部会ズーム・アップ6

国際交流協会パーティに出席して思うこと

上 田 善 弘

私が妻 とともに、KIFAの 会員になったのは 3年前、

前回は家族で英国に滞在していたため恒例のKIFAの
パーティに出られなかったが、このパーティに出席する

のは、今回で 2度 目である。

今回は新築された建物で、この会のパーティに』、さわ

しい会場であった。第一印象として、前回より参加者の

国の範囲が広がったように思われた。特定の国に偏らず、

じつに様々な国の人の顔を拝見できたように思 う。私 も

大学の学生を 2名 連れて来た。 1名 は ミャンマーから、

他はメキシヨからである。 ミャンマーからの女子学生は

来 日してもう5年近 くになる。今春には修士課程 を終了

して、日本の企業に就職する予定である。

最近、日本の大学へ学びに来る外国人の数は非常に増

えてきた。私どもの大学 (千葉大学 )で も400名余 りにな

り、対応 しきれずに昨年から留学生課が新設された。我

が研究室だけでも9名 の留学生がおり、上記以外の国で

は中国、台湾、韓国からである。これらの学生 も最近で

は卒業後、本国へ帰らず 日本で職につ く者が増えてきた。

本国の政情、経済が不安なため という場合が多いようで

ある。また、日本の物質的な豊かさが忘れられず、帰国

した くないという場合もあるようである。さらに、留学

生を受け入れて くれる企業も増えてきて、留学生用の求

人情報誌まである。しかし、これらの留学生が 日本の企

業社会でどれだけ適応 していけるか私は疑間に思ってい

る。 日本の企業では経済効率だけが優先され、個人やそ

の家族のことは二の次である。そのため、「過労死」や「社

畜」などという言葉まである。豊かさが物質的豊かさだ

けにおきかえられ、本当の心の豊かさは忘れられてきて

しまっている。こんな日本社会で彼らの国の生活習慣・

信条はなかなか通 じないものである。

メキシコからの留学生は昨年 日本に来たばか りなので、

ホームステイをしたいと自己紹介の際に訴えた。ホーム

ステイをしたいのはもっと日本語を流ちょうに話せるよ

うになりたいためである。自由に会話ができないと本当

の日本の先端技術 。情報を習得できないのである。 しか

し、実際には受け入れたい日本の家が狭い、娘がいるか

ら (留学生本人が男性であるため )長期間は無理 (本 人

の希望は 1年間)な どの理由でなかなか難しかった。

これらの留学生も含め、最近 目立って増えてきた来 日

外国人との間で日本人がこの先どのように共存 していく

かが大きな課題である。あちこちで聞かれる トラブルに

はお互いを理解できないことによるものが多いのではな

いだろうか。 日本は回りを海に囲まれた島国であり、他

人種 と生活を共にする経験に乏しかったためか、日本人

はたいへん閉鎖的であり積極的に外国人とつ き合おうと

はしない、そして、外国人からみると日本人はたいへん

特異な文化、生活習慣 をもった人種にみえるようである。

そのため、海外から来日している人にとって日本人はた

いへん理解 しづ らいようである。誤解をとくためにも、

こんなところを改め、お互いを理解するようにし、広 く

いろんな人とつき合わなければ、将来たいへんなことに

なるような気が してならない。

同じような島国でありながら英国はじつにうまくいろ

んな人種が共存しているように感 じた。ロン ドンでは60

～70%(7)が 外国人だという。やがて東京でもそのよ

うな日が くるのではないかという予感がする。最近の 日

本人はいわゆる 3K職場 をきらい、ホワイ トカラーの仕

事につきたがる傾向がある。当然、ブルーカラーに就業

する人口が減 り、その人手を外国人にもとめることにな

る。そのようにして、一極集中の選んだ東京に外国人が

集まって くるのではないだろうか。そのような外国人と

も日本人と同じようにつき合いたいものである。

私たちが英国滞在中にたいへん感心 したことがある。

ひとつは医療の問題である。私どものような短期間滞在

した者に対 しても英国人と同じように医療サービスが受

けられたことである。英国のナショナルヘルスサービス

の中にちゃんと組み入れられ、医療費はすべて無料であ

った。その他、私 どもは申請 しなかったが、児童手当も

ちゃんと外国人にもでるそうである。

このように、真に日本人が国際的になるためにはお互

いをよく理解 しあい、外国人でも日本人と同じ制度のな

かで生活できるようにすべ きではないだろうか。あまり

パーティとは関係ない話になってしまったが、以上のよ

うなことを改めて感 じた次第である。

KIFAの 一員として

加藤 康成

市の広報で知った「KIFA」 の会員 となったのは、

ほんの数ケ月前、 2年近 くの生活で鎌ケ谷の水に慣れ、

地元と自分のかかわ りを、何か具体的にもってみたい、

そんな思いをいだいた中での人会でした。

そして、最初に大 きな行事である「KIFA PAR
TY」 の開催の手伝いをする機会にめ ぐまれました。や

ると決めたからには、準備段階から、積極的にと考え取

り組みました。初めてお会いする会員の方 との打合せ、

全員が何 とか成功させようと意見を述べあい、会合のた

びに高まっていく意識、仕事で得られる喜びとは、又、

一味違った感触を得る事ができました。

いよいよ「KIFA PARTY」 当日、前日まで今

年は、た くさんの人が来て くださるのかどうか、会員の

方、皆気をもまれた事 と思います。私 も、妻 と二人でと
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にか く会 う人ごとに声をかけました。父親参観 日、街で

ゆき会 う外国の方………。

PARTYが 始まれば、私の役割 もおしまい、あとは

参加者が、楽 しく交流を深めてもらえば満足、長いよう

で短い、PARTYも 無事終わ りました。

これらの交流会が、単なるお祭 り騒ぎで終わらせるの

ではなく、これがスター ト。会場で知 りあった方々同志

が、又、別の形で交流を深める事が本当に大切な交流の

一歩と思います。

そんな機会が もっと多くなるように、お手伝いをする

事がないものか、夢はふ くらみます。

その中で、言葉 を学ぶだけでなく、知 り合った方のお

国が、どんな歴史文化を持った国なのか、日本の姿を正

しく知って頂 くのに、どんな事 をお話 ししたら良いのか、

そんな事 を自分の生活時間に組み込んでいきたいと感 じ

ています。

襖に穴があき、ファミコンで遊ぶ子供がおり、畳の上

にべ ンヽトがある。そんな生活をみてもらう事 も草の根交

流かなと納得、納得。

多くの方が、鎌ケ谷市国際交流協会に参加 して下さる

事 を祈ってやみません。

KIFA PARttYに 出席して

相 原  恵 子

11月 23日 、各国の人々に新築された総合福祉保健セン

ターの 6階に集まっていただきました。今 日は、第 4回

目のKIFA PARTYで す。

梨のささや きの宣伝 と市制20周 年 を祝 う市長の挨拶か

ら、ワインの乾杯でパーティが始まりました。日あたり

がよくて、「いくらでもはいりそうだわ。」 という参加者

の声 も聞こえてきました。す ぐに、各テーブルで自己紹

介をしなが ら、和やかな雰囲気で話に花が咲いています。

一段落 したところで、出身国毎の紹介が始まりました。

ガーナ、 ミャンマー、オース トラリア、シンガポール、

中国、韓国、イギリス、アメリカ、イラン、プラジルと

いろいろな国の方がみえました。皆さん とても日本語が

上手です。どうしてあのようなされいな日本語が話され

るのでしょう。学生、英会話の先生、鎌ケ谷に住んで長

い方、いろんな方がいらっしゃいます。

途中、バ ンヽクミュージックもはいり、また、琴の演奏

も行われました。皆さん、テーブルからテーブルヘ移ら

れ、熱心にお話されていました。

その後、ゲームが行われました。童心にかえって、老

いも若きもジャンケンゲーム、ウル トラクイズ、ビンゴ

ゲームに興 じました。司会者の年齢あては、むつかしか

ったですね。

フロアの後方では、お茶席も設けました。お味はいか

がだったでしょう。「私は、着物が大好きです。」 という

外国の方もいらっしゃいました。

あっという間に閉会の時刻です。外国の方も、日本の

方も積極的に話 しかけられ、サブタイトルの「ハー トで

語 り合おう」そのままです。私 自身は、もう少 し積極的

に出ればよかったなと。でも次回は、もっと気楽に声が

かけられると思います。

貴方も来年度は参加 してみませんか。

KIFA バーティー

会話― conversa■ on―会話― conversajon―会話

「着物姿が とっても素敵。この着物、どうしたんですか」

「友達が着せて くれたんです。私、ずっと憧れていたん

ですよ。 日本の着物にJ(オース トラリアからの女性 と)

「世界中いろんな国を回っているけど、日本はとっても

気に入った。ワーキングビザが取れたら 1年 ぐらい居た

いと思っているんだ」

「あら、学生さんでしょ ?お金はお母さんから ? 優雅

ね。それで、何を専攻 しているの」

「生物学 と経済学さ」 (ガーナか らの男性 と)

「御主人は日本人なんですね。 日本はどうですか ?」

「ロス、ハワイ、シンガポール、日本の間を行ったり来

たりの生活。 日本はやっぱ り狭いと感 じるわね」

(シ ンガポール女性 と)

「日本で英語を教えて 1年、生活はどうですか ?」

「物価が高 くて大変ね。自分の国でお勤め してた時の方

がお給料 も良かったし、不況で仕事がないから仕方ない

わ。あと1年 ここで頑張るつもり」

「日本の男性はどう ?J

「日本の女の子づて積極的で、白人男性はけっこう楽 し

んでいる人が多いけど、女性は孤独よ。 日本人の男性は

外国人女性はあまり好きじゃないと思 うわ」

「そんな事ないわ。あなたみたいに可愛い人と話 してみ

たい、友達になりたいって思 う人は沢山いるはずよ。た

だ、最近の 日本の男の子は恥ずかしが り屋なのよ。特に

英会話に自信がないと劣等感があって話 しかけられない

のよ」 (イ ギ リス人女性 と)

「日本に来て 8年、日本人の主人との間に二人の子がい

ます。この子は 2オ半、あと一人は 7ケ 月。 日本は安全

なので住み良いですね。 日本語を話せますけど、読むの

は難 しくて大変」 (ア メ リカ人女性 )
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―泊ホームステイ

去る、12月 14日 、15日 (土 、 日)に 、明治大学の留

学生 (中 国籍 1名 、台湾籍 2名 、韓国籍 1名 )を 招き、

一泊のホームステイを行いました。

14日 は、午後 3時過ぎから市役所 5階において、テ

ィーパーティを開催し、和気詢前の中、相互理解、友

好親善を深めました。留学生の皆さんは、いずれも大

変 日本語が達者で
｀
驚嘆 しました。午後 5時過ぎ終了し、

それぞれホームステイ先へ分散 しました。

翌15日 は、佐倉の国立歴史民族博物館を見学するも

の、また、ホストファミリー と共に楽しむもの、それ

ぞれ、 1日 を過ごされました。

自治会連合協議会の自治会長会に

国際交流協会研修部が協力

去る 2月 15日 (D鎌ケ谷市自治会連合協議会自治会長

会が総合福祉保健センター・ 6階大ホールにて盛大に

開催されました。

午後 2時からの外国人によるパネルディスカ ンショ

ンには、国際交流協会の研修部が講師依頼 と当日の通

訳に積極的に協力し、参加者からも好評で、成功裡に

終わりました。

講師は、イギ リス出身のスーザン・大友、アメリカ

出身のジャネット・平野、 ミャンマー出身のウー・テ

ィン・チイ、メキシコ出身のフィテル・マザの皆さん

で、「外国と日本での日常的な環境問題 との関わ りにつ

いて」のテーマで開催されました。

協会の行事予定のお矢□らせ

☆ 講演会の開催

語学研修講座の閉講式の終了後に、国際交流講演会

を開催します。TBSテ レビの関口宏のサンデーモー

ニング出演でお馴染みのペマ・ギャルポ氏を講師に迎

え、
｀
私のチベ ッヽト

″
というテーマでお話 していただき

ます。

日時  3月 15日 (0 午後 2時 ～ 3時 半

場所 鎌ケ谷市総合福祉保健センター 6F大会議室

☆ 総会の開催

5月 16日 (|う に鎌ケ谷市総合福祉保健センター 6F大

会議室で、当協会の総会を開催しますc詳細は未定で

す。

会員資格更新手続きのお願い

会員の皆様には、今年度、各種行事への積極的なご

協力、ご参加をいただき誠にありが とうございました。

1992年度の事業につきましても、皆様に満足いただ

けますよう、各部会において企画検討中です。

さて、1992年度の会員資格手続 きにつ きましては、

3月 中旬頃に会員名簿とともに、お願いの詳細な印刷

物を送付いたします。

よろしく、更新手続きの程、 申 し上げます。

言ト

KIFA交 流部会長 として、設立

以来ご活躍をいただいておりました

藤谷淳子様が、 1月 14日 逝去されま

した。ここに、謹んで哀悼の意を表

します とともに、ご冥福をお祈 り中

し上げます。

郷
報

編 集 後 記

☆ 月日の経過は早いもので、今年度最終号の編集 も

終 りほっと一虐、。顧みれば、小人数でのスター トで不

安 と苦労の連続、ご協力いただきました皆様に感謝、

感謝

☆ 地域活性化のための
｀

l■l際化
″

が話題 となってい

ますが、「国際化」とは何か、「何のため」の国際化か、

国際化に「どう対応」 したらよいか、地域社会の活性

化に少しでも役立てば と、「新しい風Jを 特別企画 しま

したが、ご感想はいかがでしょうか。

☆ 本紙に対する、ご意見、ご希望がありましたら、

是非、お聞かせ ください。多くの会員の皆様の入部 も

お待ちしてお ります。


